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出－２k！
て
の
行
為
者
五
三
人
を
サ
ー
ク
ル
上
に
配
置
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
紐
帯
の
多
い
人
順
に
ど
の
よ
う
に
繋
が
り
が
拡
大
し
て
い
く
の
か
を
示
す
と
図
２
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
会
長
の
Ｖ
１
か
ら
コ
ア
メ
ン
バ
ー
中
の
と
り
わ
け
コ
ア
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
張
り
巡
ら
さ
れ
た
紐
帯
が
、
次
第
に
他
の
周
辺
メ
ン
バ
ー
を
網
羅
す
る
ご
と
く
網
の
目
が
広
が
り
濃
く
な
っ
て
い
く
。一
般
的
に
集
団
が
大
き
く
な
る
と
、
構
成
員
が
相
互
に
直
接
的
な
関
係
を
持
て
る
確
率
は
低
く
な
る
。
各
構
成
員
の
密
接
な
繋
が
り
を
特
定
す
る
た
め
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
で
直
接
的
に
連
結
し
、
相
互
に
強
い
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
行
為
者
を
【
‐
三
四
ｍ
ｇ
・
閂
の
分
析
で
調
べ
て
み
よ
う
。
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
、
ど
の
特
定
の
人
と
直
接
結
合
し
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
人
を
介
し
て
間
接
的
に
繋
が
っ
て
い
る
の
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
中
心
性
を
推
測
す
る
わ
け
で
あ
る
。
図
３
は
協
議
会
会
長
で
あ
る
Ｖ
１
ら
の
距
離
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
①
で
示
さ
れ
る
Ｖ
１
か
ら
一
段
階
で
繋
が
る
自
治
会
な
ど
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
お
り
、
そ
の
外
に
②
で
示
さ
れ
た
２
段
階
の
関
係
で
到
達
で
き
る
「
女
性
の
会
」
グ
ル
ー
プ
、
「
農
区
」
、
そ
し
て
「
老
人
会
」
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
孤
立
し
た
島
を
形
成
す
る
「
行
政
」
関
係
者
に
は
三
段
階
以
上
で
も
繋
が
ら
な
い
。
こ
の
集
団
は
、
い
い
段
階
で
繋
が
る
コ
ア
メ
ン
バ
ー
同
士
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鋤3７
２
jll
３４
3２
4４
4２
３９
2４
ZＺ
３６
５
５
霧４
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
濃
さ
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。
ま
た
Ｎ
段
階
の
関
係
を
知
る
た
め
に
は
、
隣
接
行
列
を
ｎ
乗
す
る
こ
と
で
一
段
階
の
関
係
、
一
一
段
階
の
関
係
、
三
段
階
の
関
係
と
い
っ
た
関
係
性
の
行
列
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
構
造
は
、
情
報
伝
搬
に
か
か
る
通
路
の
数
は
一
三
七
八
本
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
直
径
は
四
で
あ
る
。
直
径
は
、
小
さ
い
ほ
ど
情
報
連
絡
が
少
な
い
時
間
で
す
む
。
す
な
わ
ち
直
径
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
通
路
が
小
さ
い
ほ
う
が
好
都
合
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
あ
る
通
路
に
障
害
が
発
生
し
て
も
、
他
の
通
路
を
迂
回
し
て
情
報
が
伝
わ
り
、
集
団
の
解
体
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
。
他
方
で
重
な
り
合
う
309（熊本法学116号'09）
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興
味
深
い
こ
と
は
、
媒
介
力
に
着
目
し
た
媒
介
性
に
も
と
づ
く
中
心
性
の
視
点
か
ら
は
、
第
二
グ
ル
ー
プ
と
第
一
グ
ル
ー
プ
で
は
Ｖ
旧
が
カ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
の
位
置
に
あ
り
、
農
業
メ
ン
バ
ー
と
自
治
会
メ
ン
バ
ー
と
の
橋
渡
し
と
情
報
伝
達
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
的
な
影
響
力
を
強
く
保
持
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
グ
ル
ー
プ
の
関
係
性
を
媒
介
し
、
多
く
の
行
為
者
を
連
結
さ
せ
る
カ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
の
人
物
は
、
情
報
伝
達
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
の
権
力
を
持
ち
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
設
定
機
能
も
持
つ
こ
と
も
で
き
る
。
農
村
集
落
に
お
い
て
、
農
業
従
事
者
の
組
織
で
あ
る
農
区
中
心
で
は
な
く
、
自
治
会
主
体
の
協
議
会
方
式
が
う
ま
く
機
能
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
関
係
性
を
橋
渡
し
す
る
人
物
の
参
加
・
協
力
が
重
要
な
鍵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
図
４
は
次
数
と
媒
介
性
の
関
係
を
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
横
軸
に
示
さ
れ
る
次
数
が
高
い
も
の
ほ
ど
確
か
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
が
、
構
造
的
に
は
ｖ
旧
の
カ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
が
圧
倒
的
に
高
い
媒
介
中
心
性
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
繋
が
り
の
多
さ
と
い
っ
た
次
数
や
、
繋
が
り
の
遠
い
近
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
中
で
ブ
リ
ッ
ジ
型
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
同
様
の
事
実
を
示
し
て
い
る
。
よ
う
な
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
冗
長
性
が
高
く
な
る
。
二
地
点
内
の
最
短
距
離
を
示
す
測
地
線
の
距
離
で
は
、
直
接
繋
が
っ
て
い
る
者
が
一
一
三
％
、
一
人
を
介
し
て
互
い
に
繋
が
っ
て
い
る
者
が
五
○
％
、
一
一
人
を
介
し
て
が
一
七
％
、
一
一
一
人
を
介
し
て
が
一
％
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
Ｖ
１
は
直
接
四
○
人
と
繋
が
り
、
さ
ら
に
一
人
を
介
し
て
一
二
人
と
繋
が
る
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
持
っ
て
い
る
。
次
点
の
Ｖ
２
は
直
接
三
八
人
と
繋
が
り
、
一
人
を
介
し
て
一
四
人
と
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
か
ら
、
一
次
ス
タ
ー
が
多
い
こ
と
、
一
次
ゾ
ー
ン
が
占
め
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
構
成
員
の
類
似
性
を
調
べ
る
ブ
ロ
ッ
ク
モ
デ
リ
ン
グ
分
析
か
ら
は
、
第
一
に
Ｖ
１
，
Ｖ
２
，
Ｖ
３
，
Ｖ
４
，
Ｖ
５
な
ど
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
を
構
成
し
て
い
る
「
自
治
会
」
等
の
グ
ル
ー
プ
、
第
二
に
Ｖ
旧
、
Ｖ
帥
、
Ｖ
Ⅲ
、
Ｖ
妬
、
Ｖ
冊
、
Ｖ
伽
と
い
っ
た
「
農
区
」
関
係
の
グ
ル
ー
プ
、
第
三
は
Ｖ
肥
、
Ｖ
羽
、
Ｖ
田
の
「
行
政
」
関
係
の
三
グ
ル
ー
プ
が
抽
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
と
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ピ
タ
ル
と
し
て
集
団
全
体
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
豊
か
に
す
る
結
節
点
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
Ｖ
肥
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
こ
の
ｖ
肥
が
何
ら
か
の
事
情
で
パ
ン
ク
し
て
し
ま
う
と
、
第
一
グ
ル
ー
プ
か
ら
も
第
二
グ
ル
ー
プ
か
ら
も
相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
同
様
に
、
女
性
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
繋
ぐ
ノ
ー
ド
に
も
そ
の
影
響
力
は
小
言
い
が
カ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
の
役
割
を
果
た
す
も
の
が
あ
る
。
第
３
グ
ル
ー
プ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
コ
ア
と
切
れ
た
孤
立
点
で
あ
る
が
、
実
体
的
な
調
査
か
ら
は
各
種
協
議
会
活
動
の
裏
方
と
し
て
後
方
支
援
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
近
年
の
国
や
自
治
体
の
地
域
づ
く
り
支
援
政
策
で
は
、
地
域
で
協
議
会
を
つ
く
り
、
事
業
計
画
を
立
て
、
適
正
に
執
行
し
、
評
価
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
相
当
に
高
い
事
務
処
理
能
力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
人
材
の
少
な
い
地
縁
的
な
ポ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
で
は
大
変
負
担
の
大
き
な
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
の
よ
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「
子
ど
も
会
」
、
「
環
境
」
、
「
公
民
館
」
、
「
近
隣
」
、
「
趣
味
」
、
「
農
区
」
、
「
行
政
」
、
「
文
化
歴
史
」
が
占
め
て
い
る
。
こ
れ
も
従
前
の
分
析
結
果
と
整
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
機
能
的
な
意
味
で
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
共
通
す
る
人
や
活
動
を
持
っ
て
い
る
か
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
交
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
数
理
的
な
分
析
か
ら
抽
出
さ
れ
て
き
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、
果
た
し
て
実
態
と
合
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
調
査
で
併
せ
て
尋
ね
た
声
価
法
に
も
と
づ
く
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
信
懸
性
も
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
声
価
法
で
は
、
回
答
を
し
な
か
っ
た
者
も
お
り
、
一
五
名
中
九
名
の
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
図
５
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
に
表
さ
れ
る
。
ｖ
訂
を
の
ぞ
い
て
、
す
べ
て
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
リ
ー
ダ
ー
は
指
名
さ
れ
て
い
る
。
単
独
指
名
で
は
な
い
相
互
に
選
ば
れ
あ
っ
た
リ
ー
ダ
ー
同
士
は
、
表２ densitymatrix
う
な
行
政
の
後
方
支
援
体
制
が
得
ら
れ
る
地
域
は
、
住
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
組
み
の
内
容
に
振
り
向
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
た
め
、
効
果
的
な
地
域
づ
く
り
支
援
の
方
法
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
と
周
辺
と
い
う
観
点
か
ら
グ
ル
ー
プ
を
分
類
し
て
み
よ
う
。
○
・
円
の
‐
勺
の
口
冒
の
ご
分
析
で
は
、
人
と
属
性
の
接
続
行
列
Ａ
を
も
と
に
分
析
を
行
い
、
開
×
Ⅳ
の
マ
ト
リ
ク
ス
情
報
を
２
×
２
の
Ｑ
の
ご
巴
ご
日
ロ
ヨ
メ
に
縮
約
し
た
（
表
２
）
。
コ
ア
に
は
「
自
治
会
」
、
「
体
育
協
会
」
、
蕊
疏
鮨
震
信
躍
墾
「
蕊
」
「
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
声価法におるリ図５ のノミネ夕 卜
魯一
鬮川／翼、
vＳ鬮 鬮
鰯ｖ４ ｖ２
ｖＳ７
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属
性
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
人
々
の
会
う
頻
度
は
、
頻
度
が
高
い
「
自
治
会
」
グ
ル
ー
プ
で
は
「
と
て
も
よ
く
会
う
」
が
四
三
・
五
％
、
「
時
々
会
う
」
が
五
二
・
一
一
％
、
「
あ
ま
り
会
わ
な
い
」
は
四
・
’
一
一
％
で
あ
っ
た
。
一
一
番
目
に
頻
度
の
高
い
「
そ
の
他
」
グ
ル
ー
プ
で
は
、
「
と
て
も
よ
く
会
う
」
が
六
四
・
’
一
一
％
、
「
時
々
」
が
二
一
・
四
％
、
「
あ
ま
り
会
わ
な
い
」
が
一
四
・
三
％
で
あ
る
。
一
一
一
番
名
に
頻
度
の
多
い
「
宗
教
祭
り
」
グ
ル
ー
プ
で
は
、
「
と
て
も
よ
く
会
う
」
が
三
八
・
五
％
、
「
時
々
」
が
五
一
二
・
八
％
、
「
あ
ま
り
会
わ
な
い
」
が
七
・
七
％
と
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
よ
っ
て
頻
度
は
異
な
っ
て
い
る
。
「
文
化
歴
史
」
や
「
農
区
」
グ
ル
ー
プ
は
、
「
と
て
も
よ
く
会
う
」
が
六
○
％
を
超
え
、
グ
ル
ー
プ
内
で
は
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
用
い
る
。
次
に
、
行
為
者
が
関
係
し
て
い
る
属
性
、
つ
ま
り
「
自
治
会
」
、
「
農
区
」
、
「
老
人
会
」
、
「
女
性
の
会
」
な
ど
の
協
議
会
構
成
グ
ル
ー
プ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
今
度
は
属
性
同
士
の
関
係
性
を
表
す
行
列
を
山
×
Ａ
に
よ
り
計
算
し
、
そ
れ
を
分
析
に
ｖ
１
を
指
向
し
た
選
択
で
あ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
単
位
に
み
る
と
そ
の
リ
ー
ダ
ー
は
分
散
的
で
は
あ
る
も
の
、
協
議
会
と
し
て
は
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
で
確
認
さ
れ
た
ｖ
１
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
卓
越
性
と
、
リ
ー
ダ
ー
を
取
り
巻
く
リ
ー
ダ
ー
と
互
角
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
を
持
つ
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
権
力
分
析
か
ら
、
銭
塘
校
区
自
治
協
議
会
で
は
厚
い
リ
ー
ダ
ー
層
と
強
い
紐
帯
で
結
ば
れ
た
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果
た
す
人
々
の
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
が
、
集
団
と
し
て
良
好
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
生
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
５
協
議
会
構
成
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
次
数
は
、
Ｍ
ａ
ｘ
Ⅱ
田
、
Ｍ
ｉ
ｎ
Ⅱ
０
、
次
数
の
平
均
は
６
．
９
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
は
０
．
４
３
４
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
の
直
径
は
３
で
あ
り
、
一
七
の
ノ
ー
ド
と
二
つ
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
（
「
行
政
」
と
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
）
を
持
つ
。
サ
ー
ク
ル
型
に
属
性
を
配
置
し
相
互
関
係
の
強
さ
を
見
る
た
め
紐
帯
の
多
さ
を
箱
の
大
き
さ
に
比
例
さ
せ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
図
６
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
は
「
自
治
会
」
を
中
心
と
し
て
、
ま
ず
「
宗
教
・
祭
り
」
や
「
そ
の
他
」
の
グ
ル
ー
プ
に
強
い
関
係
性
が
伸
び
て
い
る
。
「
そ
の
他
」
は
防
犯
協
会
な
ど
種
々
の
地
縁
的
な
役
職
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
「
女
性
の
会
」
や
「
農
区
」
は
た
っ
た
一
つ
の
線
で
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
各
ノ
ー
ド
が
持
っ
て
い
る
ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
ス
テ
イ
タ
ス
は
、
図
７
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
一
番
高
い
の
が
「
自
治
会
」
、
第
二
に
「
そ
の
他
」
、
「
宗
教
・
祭
り
」
、
第
三
に
「
福
祉
」
、
「
環
境
」
、
第
四
に
「
老
人
会
」
、
第
五
に
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
、
第
六
に
「
子
ど
も
会
」
、
第
七
に
「
公
民
館
」
、
「
趣
味
」
、
第
八
に
「
農
区
」
、
「
女
性
の
会
」
、
最
後
に
「
行
政
」
が
く
る
。
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三
段
階
の
関
係
で
到
達
で
き
る
す
べ
て
の
行
為
者
の
集
合
を
ク
リ
ー
ク
分
析
で
調
べ
る
と
、
い
ず
れ
も
「
自
治
会
」
を
す
べ
て
含
み
、
次
に
多
く
が
「
体
育
協
会
」
や
「
社
会
福
祉
」
関
係
が
参
加
す
る
六
種
類
の
ク
リ
ー
ク
（
Ⅲ
）
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
丙
‐
。
。
【
の
分
析
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
が
少
な
く
と
も
ｋ
個
の
他
の
点
と
隣
接
す
る
よ
う
な
最
大
の
サ
ブ
グ
ラ
フ
を
抽
出
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
公
民
館
」
は
「
老
人
会
」
、
「
福
祉
」
、
「
歴
史
文
化
」
な
ど
の
領
域
と
の
繋
が
り
が
濃
く
、
「
女
性
の
会
」
は
「
宗
教
・
祭
り
」
と
、
「
趣
味
」
や
「
隣
保
」
は
「
老
人
会
」
、
「
体
育
協
会
」
、
「
そ
の
他
」
と
、
そ
し
て
「
農
区
」
は
「
自
治
会
」
と
の
関
係
性
が
濃
い
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
協
議
会
構
成
グ
ル
ー
プ
を
繋
ぎ
、
集
団
と
し
て
機
能
す
る
上
で
媒
介
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
中
心
グ
ル
ー
プ
は
「
自
治
会
」
で
あ
り
、
次
に
「
宗
教
・
祭
り
」
が
大
き
な
媒
介
性
に
関
す
る
権
力
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
体
育
協
会
」
、
「
そ
の
他
」
も
媒
介
性
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
結
節
構
造
が
、
こ
の
協
議
会
全
体
の
ま
と
ま
り
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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一
般
的
に
集
団
へ
の
参
加
の
型
を
考
察
し
て
み
る
と
、
①
強
制
的
な
も
の
、
②
中
間
的
な
も
の
、
③
自
発
的
な
も
の
に
大
別
彗
〔
一
れ
る
。
①
に
は
、
⑩
既
成
事
実
的
お
よ
び
運
命
的
な
も
の
（
小
学
校
へ
の
入
学
な
ど
）
、
⑪
他
人
に
勧
め
ら
れ
て
無
理
に
加
入
さ
せ
ら
れ
た
も
の
（
個
人
へ
の
義
理
な
ど
）
、
⑪
入
ら
な
い
と
直
接
あ
る
い
は
間
接
の
制
裁
を
加
え
ら
れ
る
も
の
（
町
内
会
、
婦
人
会
な
ど
）
⑰
権
力
を
持
っ
て
入
れ
ら
れ
る
も
の
（
監
獄
な
ど
）
が
あ
る
。
②
に
も
、
㈹
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
体
制
下
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
団
（
職
場
集
団
な
ど
）
、
③
フ
ォ
ー
マ
ル
な
体
制
下
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
団
（
職
場
の
友
人
集
団
な
ど
）
が
あ
り
、
③
に
は
、
の
加
入
は
自
由
で
あ
る
が
脱
退
し
に
く
い
も
の
（
ギ
ャ
ン
グ
、
夫
婦
な
ど
）
、
⑪
脱
退
も
自
由
意
志
に
任
さ
れ
て
い
る
も
の
（
自
発
的
小
集
団
）
が
あ
る
。
町
内
会
、
婦
人
会
と
い
っ
た
地
縁
的
団
体
は
①
⑪
の
要
素
が
濃
く
、
ム
ラ
の
碇
や
ル
ー
ル
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
地
域
社
会
の
規
範
を
強
く
帯
び
る
特
徴
が
あ
る
。
も
っ
と
も
近
年
で
は
都
市
化
す
る
な
か
で
町
内
会
に
入
ら
な
い
と
主
張
す
る
住
民
、
町
内
会
が
組
織
で
き
な
い
地
域
な
ど
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
地
縁
組
織
に
対
し
て
③
⑪
的
な
理
解
を
持
つ
者
が
増
加
し
始
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
農
区
や
地
元
の
小
学
校
な
ど
、
そ
の
地
区
で
生
ま
れ
生
活
す
る
上
で
運
命
的
な
関
係
性
に
埋
め
込
ま
れ
る
集
団
も
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
「
選
択
の
自
由
」
と
い
っ
た
主
張
に
よ
る
地
域
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
揺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
「
わ
れ
わ
れ
」
と
い
う
意
識
を
共
有
で
き
る
空
間
で
、
生
活
者
の
視
点
か
ら
自
律
的
に
自
治
活
動
を
行
う
た
め
に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
へ
の
参
加
意
識
は
、
自
発
的
な
も
の
も
あ
る
が
、
や
む
を
得
ず
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
さ
ら
に
は
他
ら
ぎ
が
見
ら
れ
始
め
て
い
る
。
６
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
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人
の
期
待
や
当
為
の
命
ず
る
ま
ま
と
い
っ
た
外
在
的
要
因
に
基
づ
く
参
加
の
契
機
も
現
実
に
は
多
く
あ
る
。
た
と
え
ば
農
村
集
落
に
お
け
る
非
農
家
や
兼
業
農
家
の
増
加
は
、
そ
の
よ
う
な
課
題
を
深
刻
化
し
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
外
在
的
要
因
を
内
在
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
要
因
に
変
換
さ
せ
る
こ
と
が
地
域
づ
く
り
活
動
の
重
要
な
目
的
と
な
る
。
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
や
組
織
の
維
持
の
た
め
に
は
、
構
成
員
の
要
求
の
「
組
み
上
げ
」
と
「
動
機
付
け
」
が
不
可
欠
の
も
の
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
集
団
の
中
心
人
物
、
つ
ま
り
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
要
求
の
組
み
上
げ
、
組
織
化
、
そ
し
て
構
成
員
に
働
き
か
け
る
人
物
の
存
在
な
し
に
は
、
こ
の
よ
う
な
集
団
は
形
成
さ
れ
な
い
し
、
機
能
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
銭
塘
校
区
協
議
会
は
、
五
三
名
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
交
友
関
係
か
ら
、
ま
さ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に
Ｖ
１
と
い
う
会
長
が
お
り
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
一
二
名
の
つ
よ
い
リ
ー
ダ
ー
群
、
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
含
ん
で
構
成
さ
れ
る
コ
ア
グ
ル
ー
プ
三
三
名
に
よ
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
声
価
法
に
基
づ
く
リ
ー
ダ
ー
の
判
定
と
も
一
致
し
て
い
た
。
各
々
の
メ
ン
バ
ー
問
に
は
緊
密
な
関
係
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
の
中
で
直
接
結
合
し
、
ま
た
構
造
同
値
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
強
力
な
コ
ア
リ
ッ
シ
ョ
ン
を
形
成
し
得
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
集
団
の
目
標
達
成
の
た
め
に
活
動
を
組
織
し
、
集
団
維
持
の
た
め
の
活
動
を
意
識
し
て
実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
に
は
激
励
者
、
人
間
関
係
の
調
整
者
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
、
集
団
全
体
の
観
察
者
の
視
点
が
資
質
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
構
成
員
の
中
に
は
、
集
団
の
中
で
個
人
的
な
活
動
だ
け
に
関
心
を
持
つ
者
を
当
然
含
む
こ
と
が
あ
る
。
か
れ
ら
は
時
に
は
攻
撃
者
で
あ
り
、
阻
害
者
で
あ
り
、
地
位
だ
け
を
求
め
る
人
で
あ
り
、
何
も
し
な
い
人
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
人
々
を
含
む
組
織
活
動
を
、
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
だ
け
で
担
っ
て
い
く
こ
と
は
通
常
は
創
生
期
を
の
ぞ
い
て
不
可
能
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
た
く
さ
ん
の
作
用
を
生
み
出
す
人
、
た
く
さ
ん
の
作
用
を
受
け
と
め
て
処
理
す
る
人
、
ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん
出
す
人
や
、
集
団
を
引
っ
張
っ
て
い
く
の
が
う
ま
い
人
、
構
成
員
か
ら
好
ま
れ
て
い
る
人
な
ど
と
い
っ
た
共
同
作
業
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
体
制
が
317（熊本法学116号１０９）
論 説
う
ま
く
機
能
す
る
と
き
、
集
団
活
動
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
集
団
が
活
動
を
始
め
る
と
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
の
分
化
が
急
激
に
始
ま
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。
集
団
生
活
へ
の
動
員
は
、
構
成
員
の
「
行
動
」
を
イ
ン
プ
ッ
ト
と
す
る
と
「
集
団
過
程
」
を
経
て
「
集
団
の
業
績
」
と
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
生
み
出
さ
れ
る
図
式
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
構
成
員
の
相
互
作
用
は
、
集
団
構
造
の
中
で
「
集
団
の
統
合
性
」
を
生
み
出
す
。
構
成
員
の
活
動
は
集
団
過
程
を
経
て
「
集
団
の
生
産
性
」
と
関
連
し
て
い
る
。
構
成
員
の
心
情
は
客
観
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
難
し
く
社
会
科
学
よ
り
も
社
会
心
理
学
の
領
域
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
の
想
い
は
結
晶
化
し
「
集
団
の
モ
ラ
ル
」
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
、
過
程
、
結
晶
化
を
経
て
、
集
団
規
範
や
集
団
標
準
、
集
団
理
想
と
い
っ
た
集
団
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
活
動
が
構
成
員
に
十
分
の
「
報
酬
」
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ず
「
負
担
」
の
ほ
う
が
大
き
い
場
合
は
、
集
団
内
に
と
ど
ま
る
か
脱
退
す
る
か
の
決
心
が
芽
生
え
て
く
る
。
集
団
的
地
位
が
高
い
看
、
集
団
内
部
の
協
力
体
制
が
整
っ
て
い
る
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
頻
繁
な
場
合
な
ど
に
は
、
構
成
員
の
気
持
ち
や
意
思
を
よ
く
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
目
標
達
成
の
見
通
し
が
持
て
る
と
き
、
外
圧
や
敵
が
存
在
す
る
と
き
も
、
構
成
員
の
連
帯
感
は
高
ま
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
員
の
行
動
は
他
者
の
行
動
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
期
待
を
反
映
し
た
行
動
と
し
て
実
行
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
構
成
員
の
相
互
関
係
性
を
も
っ
た
行
動
の
連
鎖
が
、
集
団
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
相
互
作
用
は
、
構
成
員
の
行
動
様
式
が
変
化
す
る
と
、
そ
の
構
成
員
全
員
の
相
互
作
用
も
変
化
す
る
関
係
に
あ
る
。
相
互
作
用
の
頻
度
が
高
ま
る
と
、
相
互
の
愛
着
も
強
く
な
る
。
ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
高
い
構
成
員
ほ
ど
、
相
互
作
用
を
頻
繁
に
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
頻
繁
に
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
Ｖ
１
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
群
は
、
相
互
作
用
を
強
く
受
け
あ
っ
て
い
る
構
造
に
あ
る
。
結
合
度
の
高
い
集
団
の
内
部
で
は
集
団
規
範
か
ら
の
逸
脱
者
に
は
強
い
圧
力
が
か
か
り
、
逸
脱
者
に
対
す
る
相
互
作
用
が
増
加
す
る
。
集
団
が
永
続
し
活
発
化
す
る
に
つ
れ
、
相
互
作
用
、
活
動
、
心
情
は
相
互
に
絡
み
合
い
、
集
団
目
標
、
集
団
規
範
、
(熊本法学116号'09）３１８
コミュニティの社会ネットワーク構造とソーシャル・キャピタル
図８質的調査分析で抽出されたリーダーシップに関わる要因図
自 圏
へ目一
行事･祭り･ｲﾍﾞﾝﾄ－－－国
員了｜‐訂臘苣冨，
鳥一目 圏／
…＿ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ－息
、／
目
地緑団体
、
園
葬式
礫ジ
国
百回
中山間地域等直接支払↓
集
団
標
準
に
結
晶
し
、
こ
れ
が
構
成
員
の
行
動
や
意
識
を
強
く
規
定
す
る
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
個
人
の
行
動
の
自
由
を
「
制
約
」
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
（
旧
）
ク
を
利
用
す
る
「
社
会
的
資
源
」
で
も
あ
る
。
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
地
域
づ
く
り
に
住
民
が
参
加
し
、
連
帯
感
が
増
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
な
参
加
と
相
互
作
用
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
成
功
過
程
は
、
数
理
的
な
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
み
な
ら
ず
、
質
的
分
析
手
法
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
調
査
か
ら
も
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
が
確
認
さ
れ
る
。
図
８
は
全
国
の
農
村
集
落
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
対
し
て
イ
ン
タ
ン
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
記
録
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
関
わ
る
要
因
を
変
数
化
し
て
抽
出
し
、
そ
の
関
係
（
Ｍ
）
性
を
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
に
は
、
区
長
・
自
治
会
長
や
役
員
な
ど
の
連
携
協
力
と
と
も
に
、
住
民
に
よ
る
地
域
開
発
に
関
す
る
哲
学
の
共
有
が
重
要
で
あ
る
。
協
力
を
求
め
る
場
は
、
地
縁
団
体
と
の
活
動
の
場
面
、
さ
ら
に
は
農
地
水
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こ
の
協
議
会
に
お
け
る
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
調
査
研
究
か
ら
、
銭
塘
校
区
協
議
会
で
は
現
会
長
が
名
実
と
も
に
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に
い
る
も
の
の
、
会
長
の
周
辺
に
、
「
自
治
会
」
、
「
体
育
協
会
」
、
「
宗
教
・
祭
り
」
グ
ル
ー
プ
、
「
老
人
会
」
、
「
社
会
福
祉
」
、
「
そ
の
他
」
（
防
犯
な
ど
）
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
影
響
力
も
大
き
く
住
民
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
者
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
協
議
会
と
し
て
は
一
つ
の
集
団
と
し
て
結
合
型
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
構
築
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
模
索
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
内
部
構
造
を
見
る
と
活
動
領
域
の
異
な
る
グ
ル
ー
プ
の
人
を
結
び
つ
け
る
橋
渡
し
の
役
割
を
担
う
者
が
集
団
の
中
に
い
て
、
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
合
さ
せ
て
一
つ
の
大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
校
区
協
議
会
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
会
長
と
ほ
ぼ
同
等
の
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
影
響
力
を
持
つ
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
組
織
の
運
営
上
世
代
交
代
や
指
示
を
受
け
て
実
施
に
移
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
大
き
な
優
位
性
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
や
中
山
間
地
直
接
支
払
制
度
な
ど
の
政
策
を
契
機
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
、
事
業
の
取
り
組
み
に
よ
る
具
体
的
に
住
民
同
士
が
顔
を
合
わ
せ
て
活
動
す
る
場
面
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
機
会
が
、
地
域
の
ま
と
ま
り
を
作
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
酒
飲
み
が
人
々
の
心
情
を
つ
な
ぐ
潤
滑
油
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
ま
た
行
事
、
祭
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
重
要
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
相
互
作
用
の
網
の
目
の
強
化
に
貢
献
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
集
団
の
運
営
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
併
せ
て
そ
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
生
み
出
し
受
容
し
て
い
く
フ
ォ
ロ
ワ
ー
と
の
関
係
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
き
る
か
が
、
地
域
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
お
わ
り
に
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は
都
市
的
な
も
の
と
は
異
な
る
人
間
関
係
の
濃
さ
で
あ
り
、
多
重
送
信
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
で
あ
る
。
市
町
村
合
併
後
も
農
村
地
域
と
し
て
独
自
性
を
維
持
し
て
い
く
意
図
が
、
地
域
住
民
に
共
有
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
た
だ
逆
に
、
協
議
会
の
役
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
協
議
会
に
参
加
し
、
そ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
個
別
活
動
を
指
揮
し
て
い
る
立
場
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
の
媒
介
性
が
機
能
不
全
を
起
こ
す
と
協
議
会
活
動
に
直
接
的
な
影
響
が
出
る
こ
と
に
も
な
る
。
行
政
は
、
町
づ
く
り
に
関
し
て
後
方
支
援
に
徹
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
適
度
な
関
係
と
し
て
行
政
主
導
体
制
で
は
な
い
住
民
の
自
律
的
な
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
農
区
や
女
性
団
体
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
巻
き
込
み
に
成
功
し
て
、
自
主
的
で
多
様
な
町
づ
く
り
活
動
自
体
が
校
区
協
議
会
と
い
う
総
合
的
な
地
縁
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
性
を
広
げ
、
包
括
的
な
地
域
活
動
主
体
へ
と
進
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
（
旧
）
の
一
つ
の
き
っ
か
け
が
、
熊
本
市
に
よ
る
校
区
協
議
会
制
度
の
導
入
で
あ
り
、
ま
た
内
発
的
な
契
機
は
神
社
の
祭
り
や
太
鼓
な
ど
の
復
活
活
動
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。
現
在
、
校
区
協
議
会
自
体
と
し
て
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
母
体
と
し
て
農
地
水
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
な
ど
の
共
同
事
業
を
実
施
し
、
さ
ら
に
集
落
機
能
再
編
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
調
査
研
究
を
行
う
な
ど
、
多
方
面
へ
そ
の
活
動
領
域
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
各
種
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
集
団
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
強
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
が
連
帯
的
社
会
関
係
資
本
の
強
化
に
資
し
て
い
る
と
い
う
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
サ
イ
ク
ル
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
さ
ら
に
他
の
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
成
功
事
例
の
分
析
と
と
も
に
、
逆
に
地
域
づ
く
り
活
動
を
う
ま
く
組
織
化
、
運
営
で
き
な
い
ケ
ー
ス
と
比
較
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
高
め
る
た
め
の
政
策
的
な
介
入
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
こ
と
を
次
の
課
題
と
し
た
い
。
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（
Ⅲ
）
金
光
淳
「
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
基
礎
ｌ
社
会
的
関
係
資
本
論
に
向
け
て
‐
Ｉ
」
勁
草
書
房
、
二
○
○
三
年
の
、
第
九
章
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
理
論
の
可
能
性
」
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
社
会
構
造
の
照
応
関
係
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
っ
た
。
（
ｕ
）
（
○
○
一
言
一
言
》
や
し
曰
》
の
勺
○
幻
・
ヨ
『
ロ
旧
甸
・
両
ｚ
ご
目
・
国
○
の
》
両
国
伊
閂
・
○
目
出
向
”
）
．
（
○
○
三
｛
］
言
》
の
因
三
円
・
の
勺
○
”
・
ヨ
『
固
い
因
同
ｚ
ぐ
閂
》
西
田
『
・
両
向
い
閂
．
（
９
）
大
西
康
雄
、
「
Ｓ
市
に
お
け
る
地
域
権
力
構
造
の
自
己
組
織
化
過
程
」
、
高
橋
和
宏
・
大
西
康
雄
編
著
『
自
己
組
織
化
過
程
の
ネ
ッ
ト
分
析
』
（
４
）
フ
ロ
ィ
ド
ハ
ン
タ
ー
箸
、
鈴
木
広
監
訳
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
権
力
構
造
ｌ
政
策
決
定
者
の
研
究
１
１
」
恒
星
社
厚
生
閏
一
九
九
八
年
。
（
５
）
幻
○
ウ
の
［
（
し
・
Ｄ
Ｐ
三
》
『
》
。
。
。
こ
の
「
富
め
、
□
①
ミ
。
。
「
ロ
ミ
ロ
ョ
＆
帛
岑
）
＆
⑮
「
雪
ロ
ョ
」
ミ
の
ゴ
日
魯
Ｑ
ご
》
＆
四
一
の
口
已
ぐ
の
Ｈ
の
】
亘
勺
［
の
の
ｍ
・
』
①
①
』
．
（
６
）
勺
の
【
の
【
ロ
囚
ｏ
ｐ
Ｂ
Ｏ
ｐ
囚
ロ
ロ
三
○
ユ
○
口
の
．
□
四
国
同
》
屡
口
の
Ｃ
］
の
］
○
口
の
四
ｐ
Ｑ
ｚ
ｏ
ｐ
Ｑ
の
○
一
の
】
○
口
の
函
シ
シ
口
四
一
］
丘
Ｃ
巴
句
日
日
の
ョ
。
『
穴
》
》
ロ
》
←
⑮
」
ミ
①
ヨ
ロ
ロ
冨
勾
）
｛
（
註
ロ
ミ
の
。
忌
冨
８
用
①
ミ
の
８
．
「
。
］
。
、
『
》
三
○
・
②
（
の
①
己
．
』
①
①
②
）
》
ご
己
・
の
②
、
‐
①
塔
、
。
（
７
）
、
四
［
『
】
ご
「
の
］
］
日
口
Ｐ
《
弓
ロ
の
○
・
日
【
自
己
ｑ
Ｃ
ｐ
の
＆
・
貝
曰
ロ
の
百
（
旨
日
の
ｚ
の
す
こ
・
【
丙
の
。
｛
ロ
ロ
の
（
曰
・
円
丙
の
［
の
葛
）
こ
の
」
ミ
ミ
ロ
冒
舌
ミ
言
ミ
ミ
の
。
、
三
○
四
一
『
ご
・
」
・
農
三
・
・
ｍ
（
三
口
【
・
》
］
①
。
）
七
℃
」
四
○
］
‐
］
圏
」
．
（
８
）
］
・
言
の
８
芹
二
の
三
・
［
丙
の
。
【
○
・
ｓ
。
『
臼
の
勺
・
ミ
の
同
シ
○
・
日
ご
閂
呂
ぐ
の
シ
の
の
①
の
の
曰
の
皀
冨
》
』
§
屋
巳
記
豊
の
ｇ
ａ
の
Ｃ
Ｏ
員
○
四
一
．
「
・
｝
」
「
（
３
）
倉
田
和
四
生
参
考
と
な
っ
た
。
（
２
）
分
析
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
し
て
、
□
已
口
の
ａ
ｐ
の
己
『
口
員
忌
］
の
丙
を
使
用
。
（
３
）
倉
田
和
四
生
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
自
治
会
の
役
割
」
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
紀
要
、
第
八
六
号
、
二
○
○
○
年
、
六
三
～
七
六
頁
が
（
１
）
調
査
期
間
は
平
成
二
○
年
三
一
五
名
回
答
。
回
収
率
九
四
％
。
八
千
代
出
版
、
一
九
九
四
年
。
（
］
①
①
」
一
己
ロ
」
の
」
‐
、
つ
い
二
月
一
八
日
か
ら
平
成
二
一
年
一
月
五
日
ま
で
。
説
明
会
で
調
査
票
を
配
布
し
、
郵
送
回
収
。
役
員
一
六
名
中
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（
旧
）
熊
本
市
の
校
区
自
治
協
議
会
制
度
は
、
町
内
自
治
会
を
は
じ
め
社
会
福
祉
協
議
会
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
、
地
域
公
民
館
、
防
犯
協
会
な
ど
小
学
校
区
単
位
の
地
域
団
体
で
構
成
さ
れ
、
各
団
体
が
連
携
し
地
域
活
動
の
推
進
や
、
地
域
課
題
へ
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
な
校
区
運
営
を
図
る
た
め
の
組
織
で
あ
る
。
○
円
国
向
幻
）
．
（
○
○
二
三
》
の
ロ
三
》
の
勺
○
両
〕
二
向
い
向
四
○
ｍ
口
○
円
国
向
幻
）
》
（
○
○
二
二
・
℃
シ
日
の
勺
○
宛
．
○
国
完
・
ロ
三
三
・
田
の
目
幻
ロ
ロ
》
○
日
出
向
幻
）
》
（
○
○
二
三
》
の
勺
○
両
．
ｚ
国
Ｐ
国
○
国
口
○
弓
国
向
用
）
》
（
○
○
三
三
・
○
○
三
○
ｍ
向
三
・
三
向
い
回
向
ｚ
ぐ
［
》
四
ｍ
目
幻
ロ
ロ
）
（
皿
）
青
山
和
夫
・
綿
貫
譲
治
・
大
橋
幸
『
今
日
の
社
会
心
理
学
３
集
団
・
組
織
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』
培
風
館
、
一
九
六
二
年
。
と
り
わ
け
「
Ⅲ
集
団
生
活
へ
の
イ
ン
プ
ッ
ト
と
集
団
の
構
造
」
を
小
集
団
の
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
る
上
で
参
考
と
し
た
。
（
Ｂ
大
谷
信
介
「
現
代
都
市
住
民
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
ー
北
米
都
市
理
論
の
日
本
的
解
読
」
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
’
九
九
五
年
．
（
Ⅲ
）
財
団
法
人
日
本
水
士
総
合
研
究
所
の
調
査
研
究
事
業
（
農
林
水
産
省
委
託
）
と
し
て
平
成
一
九
年
一
一
月
～
平
成
二
○
年
一
一
一
月
に
か
け
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
関
す
る
調
査
を
山
形
県
、
滋
賀
県
、
山
口
県
、
熊
本
県
の
四
県
一
六
地
区
で
実
施
し
た
際
の
区
長
、
住
民
等
へ
の
上
ヤ
リ
ン
グ
。
323（熊本法学１１６号109）
